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棟
方
志
功
画
伯
（
１
９
０
３
〜
１
９
７

５
）
は
、
青
森
県
出
身
の
版
画
家
で
す
。

「
わ
だ
ば
ゴ
ッ
ホ
に
な
る
」
と
画
家
を
目

指
し
上
京
し
ま
し
た
が
、
川
上
澄
夫
の
作

品
を
見
て
版
画
に
目
覚
め
、
以
後
、
版
画

家
と
し
て
歩
み
始
め
ま
す
。
こ
の
頃
、
民

芸
運
動
を
起
こ
し
た
柳
宗
悦
、
濱
田
庄
司
、

河
井
寛
次
郎
ら
の
知
遇
を
受
け
、
大
き
な

影
響
を
受
け
ま
し
た
。

棟
方
画
伯
は
自
ら
の
版
画
を
板
の
命
を

彫
り
起
こ
す
と
の
意
か
ら
「
板
画
」
と
称

し
ま
し
た
。
ま
た
板
画
の
題
に
は
「
柵
」

と
い
う
字
を
用
い
、
お
遍
路
さ
ん
が
寺
々

に
納
め
る
回
札
の
よ
う
に
生
涯
の
道
標
を

打
つ
と
い
う
意
味
を
込
め
る
な
ど
、
独
特

の
言
葉
づ
か
い
を
し
て
い
ま
す
。

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
ス
イ
ス
・
ル

ガ
ノ
国
際
版
画
展
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
を
皮
切
り
に
、
昭
和
30
年
（
１
９
５

５
）
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
で
最
高
賞
、
翌
年
イ
タ
リ
ア
・

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
、
国
際
的
な
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
に

は
文
化
勲
章
を
受
章
し
文
化
功
労
者
と
な

り
、
名
実
と
も
に
、
20
世
紀
を
代
表
す
る

芸
術
家
に
な
り
ま
し
た
。

生
前
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
そ
の
動
静
が

し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、昭
和
40

年
代
以
前
に
生
ま
れ
た
方
々
は
そ
の
姿
を

目
に
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

『
明
専
会
報
』
の
表
紙
絵

『
明
専
会
報
』
の
表
紙
に
棟
方
画
伯
の

板
画
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
ご
存
じ

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

画
伯
の
板
画
が
最
初
に
登
場
し
た
の
は
、

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）
１
月
に
発
刊
さ

れ
た
437
号
で
す
（
図
１
）。
大
学
構
内
の

中
庭
に
あ
っ
た
明
専
会
の
記
念
碑
の
写
真

（
図
２
）
を
元
に
画
伯
が
制
作
し
た
も
の

で
、《
明
専
会
の
柵
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
絵
を
依
頼
し
た
の
は
当
時
、
明
専

会
常
務
理
事
で
、『
明
専
会
報
』
の
編
集

委
員
を
さ
れ
て
い
た
相
良
学
教
授
で
し
た
。

同
号
に
は
相
良
教
授
が
表
紙
絵
を
依
頼
し

た
経
緯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す（
１
）。

相
良
教
授
は
、
昭
和
42
年（
１
９
６
７
）

５
月
に
鎌
倉
に
あ
っ
た
棟
方
画
伯
の
ア
ト

リ
エ
「
雑
華
山
房
」
を
訪
れ
、
表
紙
絵
を

依
頼
し
ま
し
た
。
す
る
と
画
伯
は
「
む
か

し
安
川
さ
ん
が
建
て
た
立
派
な
学
校
で
す

ね…

」
と
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
と
い

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
相
良
教
授
は
、
大
学

内
を
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
10
枚
と
明

専
会
の
『
50
年
史
』
を
画
伯
に
手
渡
し
、

こ
れ
を
参
考
に
表
紙
絵
を
作
っ
て
欲
し
い

と
お
願
い
し
た
の
で
し
た
。

表
紙
絵
に
な
っ
た《
明
専
会
の
柵
》の
原

画
が
会
員
有
志
に
安
値
で
頒
布
さ
れ
た
と

の
こ
と
も『
明
専
会
報
』に
見
え
ま
す（
１
）（
２
）。

本
誌
を
読
ま
れ
て
い
る
方
の
中
に
お
持
ち

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
是
非
、
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

な
お
、
相
良
教
授
が
表
紙
絵
を
依
頼
し

た
際
、
九
州
工
業
大
学
が
安
川
の
建
て
た

学
校
と
画
伯
が
ご
存
じ
だ
っ
た
の
は
安
川

電
機
と
の
繋
が
り
か
ら
で
し
た
。

棟
方
志
功
画
伯
と
安
川
電
機

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
２
月
、
安
川

電
機
に
勤
め
て
い
た
社
員
の
一
人
が
知
人

か
ら
棟
方
画
伯
を
紹
介
さ
れ
、
画
伯
と
懇

意
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
出
会
い
を
契
機
に
画
伯
は
安
川
電

機
の
社
員
ま
た
重
役
・
社
長
ら
と
知
り
合

う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
縁
か
ら
安
川
電
機

が
海
外
に
持
参
す
る
土
産
用
の
板
画
や
、

福
利
厚
生
施
設
に
飾
る
壁
画
な
ど
を
制
作

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
３
）。

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
１
月
に
九
州

地
区
で
の
初
個
展
が
小
倉
井
筒
屋
に
て
開

催
さ
れ
た
折
に
も
安
川
電
機
が
支
援
し
て

図１ 『明専会報』437号
図２ 『明専会の柵』の

元になった写真
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い
ま
す
。

そ
の
後
も
画
伯
は
安
川
電
機
と
の
関
係

を
深
め
て
い
き
、
昭
和
33
年（
１
９
５
８
）

に
は
同
社
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
作
品
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
）
か
ら
は
和
紙
に
作
品
を
印

刷
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
作
ら
れ
、
画
伯
が

亡
く
な
っ
た
現
在
も
安
川
電
機
の
企
業
カ

レ
ン
ダ
ー
に
は
画
伯
の
作
品
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
は
今

年
度
（
２
０
１
９
年
）
で
60
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

安
川
電
機
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
の
歴
史
の

中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
昭
和
46
年
度
か
ら

は
じ
ま
る
海
道
シ
リ
ー
ズ
で
、
画
伯
と
安

川
電
機
の
共
同
企
画
に
よ
り
で
き
た
と
も

い
え
る
作
品
群
で
す
。

こ
れ
は
安
川
電
機
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

す
る
取
材
旅
行
を
元
に
、
画
伯
が
カ
レ
ン

ダ
ー
用
の
原
画
13
点
を
制
作
し
、
何
年
か

か
け
て
全
国
の
海
道
シ
リ
ー
ズ
を
作
る
と

い
う
壮
大
な
計
画
で
し
た
。

安
川
電
機
に
は
九
州
北
部
を
題
材
に
し

た
《
西
海
道
棟
方
板
画
》、
九
州
南
部
を

題
材
に
し
た
《
続
西
海
道
棟
方
板
画
》、

四
国
を
題
材
に
し
た《
南
海
道
棟
方
板
画
》、

奥
の
細
道
の
道
程
を
辿
っ
た
《
奥
海
道
棟

方
板
画
》、《
羽
海
道
棟
方
板
画
》
の
原
画

65
点
が
今
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
相
良
教
授
が
棟
方
画
伯
に

表
紙
絵
を
依
頼
し
た
時
に
は
、
画
伯
と
安

川
電
機
は
す
で
に
昵
懇
の
関
係
に
な
っ
て

お
り
、
相
良
教
授
も
安
川
電
機
を
介
し
て

表
紙
絵
を
頼
ん
だ
よ
う
で
す
。

棟
方
画
伯
、
九
州
工
業
大
学
に
来
る

棟
方
画
伯
は
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

５
月
10
〜
21
日
《
西
海
道
棟
方
板
画
》
制

作
の
た
め
、
福
岡
県
を
中
心
と
す
る
九
州

北
部
を
旅
し
ま
し
た
。

画
伯
は
こ
の
旅
の
途
中
、
５
月
11
日
の

11
時
、
九
州
工
業
大
学
に
も
立
ち
寄
り
ま

す（
４
）。

相
良
教
授
に
よ
れ
ば
、
棟
方
画
伯
は
正

門
前
、安
川
敬
一
郎
な
ど
の
胸
像
の
前（
図

３
）
で
そ
れ
ぞ
れ
ス
ケ
ッ
チ
を
行
っ
た
と

い
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
と
き
描
い
た
ス

ケ
ッ
チ
は
、
現
在
も
青
森
に
あ
る
棟
方
志

功
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

棟
方
画
伯
一
行
は
そ
の
後
、
庭
の
ツ
ツ

ジ
が
美
し
い
旧
明
専
会
館
（
安
川
電
機
創

業
者
の
安
川
第
五
郎
旧
宅
）（
図
４
）
に

立
ち
寄
り
、
西
日
本
工
業
倶
楽
部
を
訪
ね

ま
し
た
。
時
間
の
制
約
が
あ
る
中
、
当
初

の
予
定
よ
り
長
く
、
大
学
と
そ
の
周
辺
を

見
学
し
た
と
の
こ
と
で
す（
４
）。

こ
の
年
の
11
月
、
文
化
勲
章
を
受
章
し

た
棟
方
画
伯
の
元
に
、
相
良
教
授
は
明
専

会
か
ら
の
お
祝
い
と
し
て
、
豊
前
吉
右
衛

門
窯
（
福
智
町
弁
城
に
あ
る
窯
元
）
の
陶

器
を
持
参
し
た
こ
と
が
、
窯
元
に
残
る
画

伯
の
ハ
ガ
キ
か
ら
分
か
り
ま
し
た（
図
５
）。

図５ 棟方志功ハガキ（永末晴美宛）

相
良
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
棟
方

画
伯
は
九
州
工
業
大
学
で
ス
ケ
ッ
チ
を
し

た
も
の
の
作
品
が
未
だ
で
き
て
い
な
い
こ

と
を
、気
に
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す（
２
）。

そ
れ
か
ら
間
も
な
い
、
昭
和
46
年
（
１

９
７
１
）
１
月
、
明
専
会
に
棟
方
画
伯
の

作
品
が
届
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
《
九
州
工

業
大
学
正
門
の
柵
》
で
『
明
専
会
報
』468
号

の
表
紙
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
６
）。

こ
の
作
品
に
は
「
九
州
工
業
大
学
」
と

記
さ
れ
た
正
門
前
で
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
棟

図３ 創立者の胸像前の棟方画伯と相良学教授

図４ 明専会館の庭を歩く棟方志功夫妻と相良学教授
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方
画
伯
と
、
そ
れ
を
傍
で
見
る
相
良
教
授

の
姿
が
描
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
封
さ

れ
た
手
紙
に
は
「
使
ふ
使
わ
な
い
か
は
別

と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
板
画
を
わ
た
く

し
の
仕
事
と
し
て
致
し
ま
し
た
」
と
あ
り

ま
す（
２
）。

明
専
会
に
は
正
門
前
で
ス
ケ
ッ
チ
を
す

る
棟
方
画
伯
を
写
し
た
写
真
が
あ
り
ま
す

（
図
７
）。
468
号
の
表
紙
と
比
べ
る
と
、

良
く
似
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
画

伯
は
正
門
で
の
ス
ケ
ッ
チ
と
と
も
に
写
真

な
ど
を
見
な
が
ら
、
相
良
教
授
と
の
思
い

出
を
板
画
に
加
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

明
専
会
館
の
改
築
を
祝
い
、

「
安
川
第
五
郎
先
生
に
感
謝
す
る
会
」

《
九
州
工
業
大
学
の
柵
》
が
棟
方
画
伯

か
ら
送
ら
れ
た
年
、
明
専
会
館
が
改
修
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
「
安
川
第

五
郎
先
生
に
感
謝
す
る
会
」
が
11
月
23
日

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
に
、
相
良
教
授
は
棟
方
画
伯

に
作
品
制
作
を
依
頼
し
ま
す
。
そ
れ
が
明

専
会
館
に
長
く
掲
げ
ら
れ
て
い
た
《
御
松

鷹
図
》
で
す
。
縦
１
・
５
メ
ー
ト
ル
、
横

３
メ
ー
ト
ル
の
大
画
で
、
松
の
大
樹
に
と

ま
る
鷹
が
描
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
作

品
と
は
別
の
作
品
を
安
川
第
五
郎
先
生
に

贈
呈
す
べ
く
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

こ
の
絵
は
、
当
時
の
棟
方
作
品
の
相
場

で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
薄
謝
で
描
い

て
貰
っ
た
と
の
こ
と
で
、
当
時
、
明
専
会

の
事
務
局
で
働
い
て
い
た
稲
田
瓈
子
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
そ
の
領
収
書
を
書
い
て
も
ら

う
の
に
、
気
が
気
で
な
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。
い
わ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
形

で
画
伯
は
描
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

絵
を
搬
入
し
た
際
の
記
念
の
一
枚
が
、
ネ

ガ
フ
ィ
ル
ム
で
明
専
会
に
残
っ
て
い
ま
す

（
図
８
）。

図８ 「御松鷹図」の前で記念撮影
写真左より相良学、美和弥之助、麻生元俊、稲田瓈子

こ
こ
に
は
、
相
良
教
授
と
稲
田
さ
ん
が

写
っ
て
い
ま
す
が
、
安
川
電
機
の
美
術
嘱

託
で
古
陶
磁
研
究
家
で
も
あ
る
美
和
弥
之

助
さ
ん
、
当
時
安
川
電
機
資
料
課
の
麻
生

元
俊
課
長
も
写
っ
て
お
り
、
こ
の
図
を
棟

方
画
伯
に
描
い
て
貰
う
仲
介
に
安
川
電
機

が
入
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。

ま
た
画
伯
は
安
川
第
五
郎
先
生
の
た
め

サ
イ
ズ
の
小
さ
い
別
の
鷹
図
も
制
作
し
ま

し
た
。
こ
の
絵
を
印
刷
し
た
も
の
が
、
明

専
会
の
有
志
会
員
に
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

印
刷
は
大
日
本
印
刷
の
福
岡
工
場
で
行
わ

れ
、
和
紙
に
印
刷
さ
れ
た
鷹
図
は
一
見
す

る
と
本
物
の
よ
う
で
、
非
常
に
精
巧
に
で

き
て
い
ま
す
。

さ
て
、
画
伯
は
、
先
述
の
「
安
川
第
五

郎
先
生
に
感
謝
す
る
会
」
に
出
席
す
る
た

め
、
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
戸
畑
に
来
ら
れ

ま
し
た
。『
明
専
会
報
』
に
は
当
時
の
様

子
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す（
５
）。

画
伯
は
、
こ
の
会
の
途
中
、
同
伴
し
て

い
た
安
川
電
機
の
社
員
の
方
を
急
き
立
て

る
よ
う
に
中
座
し
、
下
関
の
赤
間
神
宮
に

向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
赤
間
神
宮

に
向
か
う
こ
と
を
非
常
に
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
同
行
者
に
つ
い
て
は

不
明
で
す
が
、
先
の
写
真
に
写
っ
て
い
た

方
々
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
良
先
生
は
、
元
々
画
伯
を
先
導
し
て

一
緒
に
赤
間
神
宮
を
訪
ね
る
予
定
で
し
た

が
、
会
を
中
座
す
る
訳
に
も
い
か
ず
、
会

の
終
了
後
、
急
い
で
棟
方
画
伯
一
行
を
追

い
か
け
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い

ま
す
。

「
九
州
初
！
棟
方
志
功
の
旅
展
」
と

「
い
ろ
色
ひ
ろ
が
る
印
刷
展
」

北
九
州
市
で
は
、
文
化
庁
の
「
博
物
館

ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
支
援
事
業
」
の
採
択
を

受
け
、
東
田
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
実
行

委
員
会
を
設
け
て
、
２
０
１
８
年
度
か
ら

図７ 正門前でスケッチをする棟方画伯 図６ 『明専会報』468号
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２
０
２
２
年
度
ま
で
の
５
年
間
、
北
九
州

市
東
田
地
区
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
創
造

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
北
九
州
市
八
幡
東
区
東

田
に
あ
る
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史

（
い
の
ち
の
た
び
）
博
物
館
を
中
核
と
し

て
、環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
美
術
館
、
児
童
文
化
科

学
館
や
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
官
営
八

幡
製
鐵
所
な
ど
、
各
文
化
施
設
が
連
携
し
、

個
で
は
な
く
、
面
・
集
合
体
に
よ
る
強
み

を
活
か
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
な
ど
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

い
の
ち
の
た
び
博
物
館
で
は
、
令
和
元

年
10
月
12
日（
土
）〜
12
月
１
日（
日
）に
特

別
展「
九
州
発
！
棟
方
志
功
の
旅
�
彫
り

起
こ
さ
れ
た
足
跡
と
交
流
�
」
展
を
開
催

し
ま
す
（
図
９
）。
こ
の
展
示
の
一
部
と

し
て
棟
方
志
功
画
伯
と
明
専
会
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

北
九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
も
、
東
田
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー

ク
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
展
示
に
連
携
す

る
企
画
展
「
い
ろ
色
ひ
ろ
が
る
印
刷
展
」

が
令
和
元
年
10
月
12
日（
土
）〜
12
月
22
日

（
日
）の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
す
（
図
10
）。

こ
の
展
示
で
は
現
代
の
印
刷
技
術
を
中

心
に
取
り
上
げ
、
印
刷
の
歴
史
、
工
場
で

の
印
刷
、
多
種
多
様
な
色
と
紙
か
ら
生
ま

れ
る
ア
ー
ト
と
し
て
の
ポ
ス
タ
ー
も
展
示

し
ま
す
。
色
見
本
や
特
殊
印
刷
、
活
版
印

刷
機
に
実
際
に
触
れ
ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
、
幅
広
い
印
刷
技
術
に
つ
い
て
ご
紹

介
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
が
連
携
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
秋
は
、
是
非
と
も
東
田
地
区
に
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
、
北
九
州
市
立
い
の

ち
の
た
び
博
物
館
、
そ
し
て
北
九
州
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
謝
辞
）

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
稲
田
瓈
子
様
、
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一
様
、
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様
、
棟
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良
様

に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
伏
し
て
感
謝

致
し
ま
す
。
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８
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